
旧松井家住宅主屋

少彦名神社参籠殿

　

５
月
30
日
㈪
付
け
で
、「
旧
松
井

家
住
宅
主
屋
」、「
少す
く
な

彦ひ
こ

名な

神
社
参さ
ん

籠ろ
う

殿で
ん

」
の
建
造
物
２
件
、「
下し
も

敷し
き

水み
ず

出
土
の
動
物
化
石
群
」、「
神し
ん
め
い明
神

社
の
ヒ
イ
ラ
ギ
」
の
天
然
記
念
物

２
件
、
合
わ
せ
て
４
件
が
市
の
指

定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
に
よ
り
市
指
定
の

文
化
財
の
数
は
１
８
７
件
に
な
り

ま
す
。

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
貿
易
会
社
を
経
営
し
た
松
井
國く
に

五ご

郎ろ
う

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
別
荘
で
、

平
成
20
年
に
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
南
洋
材
の
ほ

か
、
当
時
と
し
て
は
新
し
い
技
術
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
な
ど
）
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
る
な
ど
、「
近
代
和
風
の
貴

　

昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
に
少
彦
名

神
社
参
道
沿
い
に
建
築
さ
れ
た
建
物

で
、
北
側
斜
面
に
三さ
ん
ぽ
う方
懸が

け
で
建
て
ら

れ
、
床
面
積
の
約
９
割
に
あ
た
る
部
分

が
急
斜
面
に
せ
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
市
内
に
残
る
懸
け
造
り
建
造
物

の
な
か
で
最
大
規
模
に
な
り
ま
す
。　

　

参
籠
殿
の
懸
け
造
り
に
は
、
伝
統
的

な
貫ぬ
き

工
法
の
ほ
か
、
金
属
ボ
ル
ト
の
使

用
と
い
っ
た
近
代
的
技
術
も
積
極
的
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上

部
の
平
屋
部
分
は
ガ
ラ
ス
戸
が
３
面
に

わ
た
っ
て
巡
ら
さ
れ
、
開
放
的
な
室
内

空
間
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

構
造
や
意
匠
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

新
た
に
４
件
が
市
の
指
定
文
化
財
に

旧
松
井
家
住
宅
主
屋

重
な
別
荘
建
築
」
と
い
う
点
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

少
彦
名
神
社
参
籠
殿

　

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）、
旧
肱
川

町
の
下
敷
水
の
石
灰
岩
採
石
場
で
発

見
・
採
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
に
実
施
し
た
再
整
理
作
業

の
結
果
、
こ
れ
ら
は
更
新
世
後
期
（
12

万
６
０
０
０
年
前
〜
）
以
降
の
動
物
化

石
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
、
ヤ
ベ

オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
、
ニ
ホ
ン
ム
カ
シ
ジ
カ

な
ど
、
四
国
で
は
初
確
認
の
も
の
や
、

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
オ
コ
ジ
ョ
、

テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ガ

モ
な
ど
の
希
少
性
が
高
い
も
の
も
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
動
物
化
石
は
、
更
新
世
末
の
四
国

島
の
形
成
や
環
境
復
元
を
知
る
う
え

で
、
学
術
的
に
価
値
が
高
い
も
の
と
し

て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

肱
川
中
流
域
右
岸
の
正
山
地
区
に
所

在
し
て
い
ま
す
。
樹
齢
は
約
３
０
０
年

を
数
え
、
樹
高
は
約
７
・
６
㍍
に
な

り
、
枝
張
り
東
西
10
・
32
㍍
、
南
北
８
・

８
㍍
と
均
整
よ
く
伸
び
た
枝
が
美
し
い

円
形
の
樹じ
ゅ

冠か
ん

を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
ま

す
。
通
常
、
ヒ
イ
ラ
ギ
の
葉
は
、
縁
に

鋸き
ょ

歯し

（
ノ
コ
ギ
リ
の
刃
）
状
の
と
げ
が

あ
り
ま
す
が
、
老
樹
に
な
る
と
、
葉
に

と
げ
を
も
た
な
く
な
り
ま
す
。

　

本
樹
は
こ
う
し
た
老
樹
の
傾
向
が
は

っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

自
然
の
ヒ
イ
ラ
ギ
の
形
態
を
保
っ
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
市
内
で
は
最
大
級
の

ヒ
イ
ラ
ギ
で
あ
る
こ
と
が
評
価
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

下
敷
水
出
土
の
動
物
化
石
群

神
明
神
社
の
ヒ
イ
ラ
ギ神明神社のヒイラギ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
�
９
９
９
３

上：猿の頭蓋骨
下：�ヤベオオツ
　　ノジカ
　　　　　ほか
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大
洲
の
「
え
え
モ
ン
」
審
査
会

熊
本
復
興
の
一
助
に

　

市
で
は
、
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た

人
た
ち
の
救
援
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
、
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
大
洲
喜
多
歯
科
医
師
会

（
西
田
唯た
だ

志し

会
長
）
と
、
大
洲
ス
タ
ン

プ
協
同
組
合
（
二
宮
豊と
よ

和か
ず

理
事
長
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
義
援
金
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
41
カ
所
に
設
置
し
て
い

る
募
金
箱
な
ど
を
通
じ
て
、
多
く
の
み

な
さ
ん
か
ら
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
義
援
金
は
、
み
な
さ
ん
の

思
い
を
込
め
て
、
被
災
地
へ
お
届
け
し

ま
す
。

　

６
月
29
日
㈬
、
５
回
目
と
な
る
大
洲

え
え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
認
定
審
査
会

が
、
大
洲
市
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
規
９
業
者
17
品
目
を
含

む
14
業
者
27
品
目
の
認
定
審
査
が
あ
り

ま
し
た
。
申
請
者
に
よ
る
商
品
説
明
の

後
、
５
人
の
審
査
員
が
試
食
と
質
疑
応

答
に
よ
り
、
一
品
ず
つ
丁
寧
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

認
定
さ
れ
た
商
品
は
、
市
が
大
洲
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
重
点
的
に
支
援
し
、
認

知
度
の
向
上
と
流
通
拡
大
を
図
り
、
地

域
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　安全で安心して暮らせる地域へ
　 7月 5日㈫、「たいき地区青色防犯パトロール隊
合同出発式」が大洲警察署にて行われました。二宮
幸
ゆき

仁
ひと

大洲警察署長は「大洲署管内の犯罪発生件数が
減少傾向にある。今後もみなさんに地道な自主防犯
活動をお願いしたい」とあいさつされました。
　出発式後、74人の参加者が約70台の青パト車両に
乗り込み、警察車両を先頭にそれぞれの地域をパト
ロールしました。

　夏だプールだ
　 7月 1日㈮、市内の幼稚園児136人が参加して、

八幡浜・大洲地区運動公園水泳プール開園式が行わ

れました。開園式では、くす玉割りなどの後、古式

泳法「大洲神伝流」が披露されました。

　その後プール開放となり、園児たちは「待ってま

した」とばかりに、真夏日の太陽の下で思い思いに

水遊びを楽しんでいました。
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６
次
産
業
化
を
推
進　
～
お
お
ず
加
工
品
開
発
講
座
～

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
大
洲
産
の
赤
シ

ソ
や
タ
マ
ネ
ギ
を
使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
は
、
煮
沸
消
毒
し
た
瓶
に
詰
め
、
ラ

ベ
ル
を
貼
り
、
商
品
化
へ
の
流
れ
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
武
田
麗れ
い

子こ

さ
ん
は
、「
加

工
品
を
作
る
と
き
、
食
材
は
な
る
べ
く

国
産
の
も
の
を
購
入
し
、
添
加
物
は
入

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
身
近
な
野

菜
を
使
っ
て
、
い
ろ
ん
な
料
理
を
教
え

て
も
ら
え
て
幸
せ
」
と
感
想
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
㈪
、
６
次
産
業
化
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、「
お
お
ず
加
工
品
開

発
講
座
（
第
２
回
）」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
加
工
品
を
作
っ
て
い
る
農

業
者
な
ど
を
対
象
に
し
て
、
市
内
の
農

産
物
を
使
い
、
新
た
な
加
工
品
を
開
発

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
講
座

で
、
６
月
17
日
㈮
か
ら
７
月
15
日
㈮
ま

で
の
間
で
５
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
16
人
が
参
加
し
、
は
じ
め

に
、講
師
の
米
田
佳か

よ

こ
代
子
先
生
よ
り「
食

の
安
全
安
心
を
考
え
る
〜
地
産
地
消
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講

義
が
行
わ
れ
、
食
品
表
示
の
基
礎
や
地

産
地
消
の
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　売れる商品づくり・販路開拓スキルアップ研修
　～大洲ええモンセレクションブランド戦略支援事業～
　 7月 4日㈪・ 5日㈫、大洲市内で製造・加工され
る食品、収穫される農林水産物の魅力を高めるため、
流通や特産品開発の専門家がアドバイスを行うセミ
ナーが開催されました。このセミナーは、大洲ええモ
ンセレクションブランド戦略支援事業の一環で、 3人
の講師による講義と、個別相談がありました。
　講義前のあいさつで武田産業経済部長は、「今日の
セミナーは、参加されているみなさんが貪欲な気持ち
で受講し、多くのヒントを持ち帰ってほしい」と話し
ました。
　その後、「大洲ええモンセレクションの概要」、「地
域特産品のトレンド」、「首都圏からみた売れる特産品

とは」の 3つのマーケティング講座があり、参加者は
売れる特産品づくりのヒント、商談成功のポイント、
消費者の動向などを学びました。また、個別相談の参
加者は、商品サンプルやカタログを持参して、販路開
拓に向けた商品の相談やアドバイスを受けました。
　参加した幸

こう
野
の
登
のり
吉
よし
さんは、「個別相談とセミナーに

参加した。このセミナーでは、ヘルシー志向やナチュ
ラル志向など、消費者のニーズを見極めるためのヒン
トをたくさん教えてもらった。今後は、より良い商品
を生産し、商品価値を上げるための課題に取り組んで
いく」と話されました。
　次回のセミナーは11月に開催される予定です。
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文化財
新谷のムクエノキ
大洲市指定天然記念物
大洲市所有

　新谷小学校内に自生する本樹は、推定樹齢
500年以上を誇る老巨木で、枝張り東西約17．3
ｍ、南北18．2ｍ、幹周約6．6ｍになり、県内でも
比較的大きなムクエノキです。現在は樹高約12
ｍですが、落雷や台風被害によって主幹の上部
が折れる以前は、16ｍ以上あったと推測されま
す。痛みが激しく、主幹には大きな空洞（樹

じゅ

洞
どう

）
が形成され、樹皮内側の少しを残すのみですが、
今でも多くの枝葉を茂らせています。
　本樹のある新谷小学校は、藩政期には新谷藩
陣屋が置かれ、新谷藩の中枢を担いました。本
樹は、陣屋の設置以前から自生していたと思わ
れ、新谷藩発展の「生き証人」とも言うべき存
在になっています。現在では、新谷小学校の児
童を温かく見守っています。

（昭和31年 ９ 月30日指定）

野　鳥
リュウキュウサンショ
ウクイ（琉球山椒食）
スズメ目
サンショウクイ科
全長20㎝

　「ピリリリリッ、ピリリリリッ」と鈴を鳴らす
ような鳴き声で、樹木の上部で生活する小鳥で
す。名前の由来は、サンショウの実を食べ、辛
くて鳴いているようだから、ということですが、
実際は昆虫食なので食べません。あの嫌われ者
のカメムシを平気で餌にします。
　本来の生息地は南西諸島で、北限は九州南部
でしたが、ここ10数年の間に四国南部でも確認
され、最新情報ではさらに北上して、西条市で
も観察されるようになりました。野生生物は、
ほんの少しの気温の変動も敏感にキャッチして、
新天地に勢力を拡大しているようです。温暖化
に疎い人類は、生き物たちの信号をどう捉えて
いるのでしょうか。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

県
大
会
出
場
へ～大

洲
市
消
防
団
予
子
林
分
団
・
正
山
分
団
～

　

第
30
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大
会
大
洲

喜
多
地
区
大
会
が
、
６
月
５
日
㈰
大
洲

市
若
宮
の
五
郎
大
橋
上
流
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
消
防
操

法
技
術
向
上
と
、
厳
正
な
規
律
の
も
と

で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
、
士
気
高
揚
に
よ
り
、
地
域
防
災

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
洲
市
お
よ
び
内
子
町
の

各
消
防
団
を
代
表
し
、「
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
」
に
５
チ
ー
ム
、「
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
」
に
11
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
が
、
数
カ
月
間
に
わ
た
る

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
操
法
技
術
を

競
い
合
っ
た
結
果
、「
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
」
で
は
内
子
町
消
防
団
内
子
分
団

が
優
勝
、「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」

で
は
大
洲
市
消
防
団
予
子
林
分
団
が
優

勝
、
正
山
分
団
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
３
チ
ー
ム
は
、
７
月
31
日
㈰
に

松
山
市
の
愛
媛
県
消
防
学
校
大
規
模
訓

練
場
で
開
催
予
定
の
、
第
29
回
愛
媛
県

消
防
操
法
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

現
在
県
大
会
に
向
け
て
さ
ら
な
る
訓

練
を
重
ね
て
い
る
み
な
さ
ん
に
は
、
上

位
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
、
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

小型ポンプ操法の部　優勝　予子林分団

小型ポンプ操法の部　準優勝　正山分団
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大洲市を守る消防団員の活動や取り組みを、シリーズでご紹介します。

地域を守るエキスパート　№12



国土交通省大洲河川国道事務所・山鳥坂ダム工事事務所だより

　 8月といえば、花火大会に夏休みと、楽しいこと
がたくさんあります。人づくり、街づくりを目指し、
平成16年から行われているえひめYOSAKOI祭りの
今年のテーマは「熱き想い�みんなに届け！伊予のよ
さ魂
だま

」として 8月21日㈰に開催されるようです。
　楽しみにしている踊り子さん、それを見て楽しむ
みなさん、今年も熱いえひめYOSAKOI祭りが待ち遠
しいですね。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【先月号のクイズの解答・解説】
　「日本三大鵜

う

飼
かい

」の一つといわれる大洲のうかい
は、鵜

う

船
ぶね

と屋形船が手が届くほど近い距離で川を下
るという、国内唯一の手法で楽しむ事ができます。
その手法は何というでしょう。

①　並走うかい
②　合わせうかい
③　川下りうかい

回答…②
解説…全国でうかいは行われていますが、大洲のう
かいは大迫力。鵜船と屋形船を並走させながら、鵜
がアユを捕獲す
る様子を間近で
見ることができ
ます。ぜひ、今
年の夏はうかい
を楽しんではい
かがでしょうか。

【今月のクイズ】
　えひめYOSAKOI祭りをスタートさせたのは、
次のうちどの団体でしょうか。

①　大洲商工会青年部
②　�大洲商工会議所青
年部

③　大洲青年会議所
※�今月のクイズの答えは、広報大洲９月号に掲載します。

夏
休
み
鹿
野
川
ダ
ム
見
学
会

～
鹿
野
川
ダ
ム　

見
て
、
学
ん
で
、
作
ろ
う
～

　

夏
休
み
に
鹿
野
川
ダ
ム
で
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
ダ
ム
見
学

会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
見
学
会
で
は

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
ダ
ム
の

中
」
や
改
造
工
事
を
行
っ
て
い
る
現
場

を
探
検
し
て
、
ダ
ム
に
つ
い
て
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
今
年
の
夏
休
み
は
ダ
ム
見
学
会

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
楽
し
い
ダ
ム
工

作
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
日　

時
】

８
月
28
日
㈰

午
前
の
部　

午
前
９
時
集
合

午
後
の
部　

午
後
１
時
集
合

【
場　

所
】

鹿
野
川
ダ
ム
管
理
庁
舎

（
大
洲
市
肱
川
町
山
鳥
坂
２
８
０
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　

８
月
19
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
、
お

電
話
に
て
担
当
者
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
は
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
）

※ 

各
時
間
帯
約
30
人
ず
つ
、
所
要
時
間

３
時
間
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

警
報
発
令
時
、
台
風
接
近
時
ま
た
は

鹿
野
川
ダ
ム
が
洪
水
対
応
を
行
う
場

合
、
中
止
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

申
し
込
み
を
早
め
に
締
め
切
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
で
の
参
加
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
方

の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

見
学
に
際
し
て
は
、
急
な
階
段
の
上

り
下
り
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所

☎
34
３
０
０
０

（
担
当
：
合
田
・
吉
岡
）
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観
点
か
ら
、
私
た
ち
の
活
動
に
と
っ
て

一
番
重
要
な
、
世
帯
情
報
を
得
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
菅
田
地

区
で
は
地
道
に
各
戸
を
回
り
、
本
人
同

意
を
得
て
独
自
の
福
祉
名
簿
を
作
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
慰
問
な
ど
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
県
下
で
も
珍

し
い
事
例
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
元
に
密
着
し
た
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

な
が
ら
、
新
し
い
事
業
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
地
域
住
民
の
幸
せ
を
願
っ
て
】

　

菅
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
昭
和
46
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
地
区
住
民
の
福
祉
の
増
進
を

目
的
に
、
現
在
約
50
人
の
構
成
員

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
独
居
高
齢

者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
、
誕
生

月
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布
、「
独
居
高

齢
者
の
つ
ど
い
」
の
開
催
な
ど
、

高
齢
者
福
祉
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
で

生
ま
れ
た
新
生
児
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
は
、
大
洲
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で
地

元
中
学
生
と
の
交
流
体
験
教
室

も
行
っ
て
い
ま
す
。
史
跡
巡
り
や

郷
土
料
理
教
室
な
ど
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
が
深
ま

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の

菅田地区社会福祉協議会

会長　安藤　光
みつ

郎
ろう

さん

平成27年度「大洲市地域づくり表彰」を受賞されたみなさん（ 3団体）を、シリーズでご紹介します。

シリーズ・大洲市地域づくり表彰

　アッサラーマレイクム。（ウォロフ語で「こんにち
は」の意味）青年海外協力隊として西アフリカのセ
ネガルで活動している藤本顕允です。

「ナカウォールビ」
　 6月に入り、いつものあいさつにこの一言が追加
されました。「ラマダンはどう、調子はどう」とい
う意味です。セネガルに来て 2度目のラマダンが始
まりました。ラマダン中は行きつけの朝ごはん屋さ
んやレストランが閉まってしまうため、断食をして
いない私も現地の人と同じように少し元気が出ませ
ん。ラマダンの終わりまで残り 2週間、ラマダン明
けのお祭りを楽しみにして乗り切ります。
想定内の想定外
　先日、任地でロバ車を使って井戸水を販売してい
る業者を対象に研修会を開催しました。任地の衛生
局と打ち合わせして、市内を歩き回って販売者リス
トを作り、案内の文書を渡し、衛生局担当者と最終
確認して、「よし、準備完了」と迎えた研修会当日。
　ハプニングの連続でした。朝、会場に行くと昨日
一緒に最終打ち合わせをしたはずの担当者がいませ

ん。慌てて電話してみると、別の州へ出掛けたとの
こと。さらに開始時間の10時になっても参加者は 2、
3人。30人以上案内して回ったはずが…。
　最終的に別の担当者を確保し、20人近く参加者も
来てくれて研修会を無事に実施できました。ある程
度のハプニングは予想していましたが、一筋縄では
いかないセネガルの難しさを思い知らされました。
ヒントはセネガルの中に
　研修会を実施し、参加者に向かって詳しく説明す
る姿や、参加者同士で活発に議論する姿を見て、問
題解決のための知識や能力はすでにセネガルの中に
あるということ、そしてボランティアの使命はその
力を適切な場所で、適切な形で発揮させることだ、
ということに気付かされ
ました。この教訓を胸に、
残り半年を駆け抜けたい
と思います。
（現地時間2016年 6 月26
日・セネガル生活552日
目） 研修会の様子

肱東中学校生との炭出し体験教室
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青年海外協力隊　藤本　顕
あき

允
まさ

　さん
ンダンクンダンク※ ＪＩＣＡセネガル通信　№ 5
※ウォロフ語で「少しづつ」の意味


